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■平成20年度市政執行方針と予算

平
成
20
年
度
予
算
特
集

着
実
に
形
づ
く
り
を
進
め
ま
す

新
名
寄
市
総
合
計
画
2
年
目

一般会計歳入と市税の内訳 （単位：千円）

各会計予算総括表

3,034,522　16.5%

7,870,000　42.6%

1,458,918 
48.1%

1,130,993 
37.3% 1,516,145　  8.2%

1,547,800　  8.4%
876,327　  4.7%

1,214,504　  6.6%

2,424,895　13.0%

市税 

市民税 市税の 
内　訳 

固定資産税 

42,609 
1.4%

軽自動車税 

230,893 
7.6%

市たばこ税 

171,109 
5.6%

都市計画税 

地方交付税 

国庫支出金 

道支出金 

市債 

諸収入 

その他 

一般会計歳入予算のう 
ち、市税を市民一人当た 
りに換算すると96,894 
円となります 

市が長期間借り入れるお金 

主に、市が貸したお金の返済金 

市の財源不足に対し 
て、国から交付され 
るお金 

合
併
後
３
年
目
を
迎
え
、
平
成
20
年
度
は
、
多
額
の
基
金
を
取
り
崩
し

て
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
財
源
調
整
的
な
基
金
も
底

を
つ
き
、
平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
使
用
料
・
手
数
料
及
び
負
担

金
・
補
助
金
の
全
面
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
恒
常
的
な
収
支
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、
予
算
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
見
直
し
を

行
い
、
子
や
孫
の
世
代
に
過
大
な
負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
が
無
い
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区　　　　　分

特

別

会

計

企業
会計

一 般 会 計

小　　　　　　　計
一 般 会 計 ＋ 特 別 会 計

総　　　　　　　計

風 連 特 例 区 予 算

国民健康保険【保険事業】
国民健康保険【直診】
老 人 保 健 事 業
介護保険【保険事業】
介護保険【サービス事業･名寄】
介護保険【サービス事業･風連】
下 水 道 事 業
個別排水処理施設整備事業
簡 易 水 道 事 業
公 設 地 方 卸 売 市 場
食 肉 セ ン タ ー 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

病 院 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計

184億8,419万3千円

7,078万2千円

31億9,600万円
1億2,968万9千円
3億2,946万4千円
18億4,118万6千円
6億4,738万4千円
4億4,790万7千円
16億9,636万3千円

8,095万9千円
4,695万8千円
3,804万1千円
2,659万4千円

2億8,642万5千円
87億6,697万円

272億5,116万3千円
93億9,431万5千円
8億7,664万1千円

375億2,211万9千円

予　算　額



167,674　  0.9%
856,667　  4.6%

3,542,947　19.2%

2,409,852　13.1%

1,108,462　  6.0%
785,302　  4.3%

1,817,909　  9.8%

584,227　  3.2%

2,353,638　12.7%

2,625,652　14.2%

2,147,184　11.6%

24,451　  0.1%

1,467,987 2,859,769 2,057,554 2,369,566 2,625,552 1,537,578 3,822,749

8.0%

1,743,438

9.4% 15.5% 11.1% 12.8% 14.2% 8.3% 20.7%

60,228  　0.3%

総務費 

議会費 

労働費 

その他 

その他 繰出金 

民生費 

衛生費 

農林業費 
商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

職員費 

補助費等 物件費 公債費 扶助費 人件費 
普通建設 
事業費 
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一般会計目的別歳出 （単位：千円）

一般会計性質別歳出 （単位：千円）

一般会計とは
市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土

木費や教育費など行政運営の基本となる会計のことをいいます。

特別会計とは
特定の事業やサービスを提供するために、利用者からの保険料

や使用料などを財源として事業を運営するために設けられた会計
のことをいいます。

企業会計とは
自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と

同様の経理をする会計のことをいいます。

市民一人当たりの歳出額
（一般会計目的別歳出）

一般会計歳出予算を市民一人あた
りに換算すると、59万210円（平
成20年1月末日現在の住民基本台帳
人口3万1,318人による）になりま
す。
目的別にすると主なものは次のと

おり。

公債費とは、市の借入金返済のた
めに使われるお金で、一般会計歳出
予算全体の14.2％を占めています。

教育費 75,153円

衛生費 76,948円

土木費 58,047円

公債費 83,838円

商工費 25,075円

農林業費 35,394円

民生費 113,128円



新
し
い
名
寄
市
が
誕
生
し
て
２
年
が
経
過

す
る
中
で
、
名
寄
市
の
教
育
活
動
は
一
層
の

充
実
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
北
海
道

教
育
委
員
会
が
毎
年
募
集
し
て
お
り
ま
す

「
公
立
学
校
教
育
課
程
実
践
研
究
成
果
報
告

集
」
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
は
小
学
校
８

校
の
う
ち
本
市
か
ら
２
校
が
全
文
掲
載
の
栄

誉
に
浴
す
る
な
ど
、
教
育
実
践
で
も
大
き
な

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
年
度
も
引
き
続
き
新
名
寄
市
総
合
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、「
心
豊
か
な

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
教

育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
で
は
、
教
育
基
本
法
の
改
定
に
伴
い
、

学
校
教
育
法
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
、
教
育
職
員
免
許
法
及

び
教
育
公
務
員
特
例
法
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
教

育
関
連
三
法
案
が
昨
年
６
月
に
改
定
さ
れ
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
今
年
３
月
末
に
は
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
そ
の
適
切

な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
国
の
動

き
を
見
極
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
全
国
学
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市政推進の基本的な考え方

市
政
執
行
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
市
民
が
主
役
の
「
参
画
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

自
立
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
地
域
の

自
治
活
動
の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有
や
市
民
参

画
が
必
要
で
あ
り
、（
仮
称
）
自
治
基
本
条

例
の
制
定
と
（
仮
称
）
地
域
連
絡
協
議
会
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

二
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

合
併
か
ら
、
早
く
も
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
市
民
憲
章
の
制
定
や
総

合
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
特
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の

融
和
と
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
論
で
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
方
向
づ
け

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
各
論
で
の
統
一
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
的
な
株
価
の
下
落
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
が
、
未
だ
回
復
基
調
に
な
い
地
域
経
済
を

脅
か
し
、
市
民
生
活
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
財
政
健
全
化
法
の
成
立
に
よ

り
、
一
層
の
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
合
併
に
よ
る
歳
入
・
歳
出
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
て
「
新
市
に
な
っ

て
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
合
計
画
の
推
進
も
２
年
目
に
入
り
ま
す
。
計
画
に
掲
げ
る
施
策
・
事
業
の
着
実
な
実
施
を

図
る
こ
と
が
、
目
標
と
す
る
将
来
像
の
実
現
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
市
政
執
行
方
針
か
ら

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら

総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
が
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
あ
り
ま
す
が
、
実
施
を
担
保
す
る

歳
入
環
境
が
一
層
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。

組
織
機
構
の
整
備
や
事
務
事
業
の
一
元
化

を
は
じ
め
、
行
財
政
改
革
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

三
点
目
は
、「
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の

振
興
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

基
幹
産
業
の
農
業
や
製
造
業
等
の
振
興
は

も
と
よ
り
、
風
連
地
区
、
名
寄
地
区
の
「
ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
」
が
地
域
の
活
性

化
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
沿

っ
て
、
活
性
化
の
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
推
進

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興

心
豊
か
な

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
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平成20年度の予算編成

国
と
名
寄
市
の
予
算
編
成

国
の
平
成
20
年
度
予
算
は
、
平
成
23
年
度

ま
で
に
基
礎
的
財
政
収
支
を
確
実
に
黒
字
化

さ
せ
る
た
め
、
歳
出
全
般
の
徹
底
し
た
見
直

し
の
も
と
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
企
業
部
門
の
底
堅
さ
の
持
続

と
、
家
計
部
門
の
穏
や
か
な
改
善
な
ど
に
よ

り
、
民
間
需
要
中
心
の
経
済
成
長
に
な
る
と

見
込
ま
れ
、国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
は
、

２
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
地
方
財
政
対
策
で
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は

18
兆
２
４
０
０
億
円
で
、平
成
15
年
度
以
来
、

５
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
の
中
に
、
歳
出
の
特
別
枠
と
し

て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
、
総

額
で
４
０
０
０
億
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
名
寄
市
の
平
成
20
年
度
各

会
計
予
算
は
、
多
く
の
市
民
と
職
員
の
手
作

り
で
策
定
し
た
新
総
合
計
画
の
具
現
化
を
最

優
先
に
、
新
規
で
は
、
天
文
台
整
備
事
業
、

北
斗
・
新
北
斗
団
地
立
替
事
業
、
少
子
化
対

策
の
一
環
で
あ
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
」、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
設
置
事
業

な
ど
を
、
継
続
で
は
、
市
立
総
合
病
院
増
改

築
事
業
、
風
連
本
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
な
ど
多
く
の
事
業
を

盛
り
込
み
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
も
配
慮
い

た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
案
は
１
８
４
億
円
８
４

１
９
万
３
０
０
０
円
で
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ

ス
１
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
１
７
７
万
６

０
０
０
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年

度
は
、
当
初
予
算
に
合
併
特
例
振
興
基
金
を

６
億
８
１
６
０
万
円
積
み
立
て
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
基
金
を
除
け
ば
、
前
年
度
比
２
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

９
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比

25
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
87
億
６
６
９
７
万
円
、

企
業
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
７
パ
ー
セ

ン
ト
増
の
１
０
２
億
円
７
０
９
５
万
６
０
０

０
円
、
全
会
計
の
総
額
で
は
、
前
年
度
比

６
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
３
７
５
億
２
２
１

１
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
風
連
特
例
区
会
計
の
予
算
案
は
、

前
年
度
比
０
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
７
０
７

８
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
後
３
年
目
を
迎
え
、平
成
20
年
度
は
、

多
額
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
予
算
を
編
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
財
源
調
整
的
な
基
金
も
底
を
つ
き
、
平

成
21
年
度
の
予
算
編
成
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
受

益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
使
用

料
・
手
数
料
及
び
負
担
金
・
補
助
金
の
全
面

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
恒
常
的
な
収
支

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
予
算
編
成
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
見
直
し
を
行
い
、

子
や
孫
の
世
代
に
過
大
な
負
の
遺
産
を
残
す

こ
と
が
無
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
名
寄
市
も
引
き
続
き
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
・
学
習
状
況
の
更
な
る
把
握

と
そ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年
度

に
策
定
い
た
し
ま
し
た
北
海
道
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
新
し
い
北
海
道
の
教
育
推
進

計
画
を
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。
平
成
20

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
長
期
教
育
総

合
計
画
は
、
５
つ
の
基
本
目
標
、
12
の
基
本

方
向
、
40
の
施
策
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
施
策
決
定
に
向
け
て
の
道
の
動
き
も

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

名
寄
市
に
お
い
て
は
、
去
る
12
月
に
名
寄

市
社
会
教
育
委
員
の
会
よ
り
今
後
５
年
間
を

見
通
し
た
「
名
寄
市
社
会
教
育
中
期
計
画
」、

１
月
に
は
名
寄
市
教
育
研
究
所
よ
り
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
係
る
「
指

導
改
善
プ
ラ
ン
」、
ま
た
、
名
寄
市
小
中
学

校
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会
か
ら
は
「
名
寄

市
に
お
け
る
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
答
申
・
報
告
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
各
答
申
書
・
報
告
書
を
十
分
に

尊
重
し
な
が
ら
、
名
寄
の
ま
ち
づ
く
り
と
も

併
せ
た
社
会
教
育
の
推
進
、
子
ど
も
た
ち
の

確
か
な
学
力
の
一
層
の
定
着
、
こ
れ
か
ら
の

名
寄
市
に
お
け
る
小
中
学
校
の
配
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
今
後
具
体
的
な
施
策
を
構
築

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


